
















































































おける最大の「祝祭」として行われたも だった。イギリス人たちは、インペリアル・ダーバーを通じて、インド亜大陸に住む人々に「英領 ンド帝国」を名乗る 社会」の メージ 理解させ、自分たちはその中で生きてい のだ、という意識を受け入れさせること 期待してい はずである
他方、インペリアル・ダーバーは、王室を含むイギリスの伝統的な支配層が、彼ら自身が社会的に生き延びることを












ダーバーが行われてから百周年にあたっており、両社会の出版・メディア業界が それこそ「メディア・イヴェント」を求めたこと 、インペリアル・ダーバ 研究の活性化に貢献したと考えられる。
以下では、英領インド帝国が行った、三度のインペリアル・ダーバーを通じての「イメージ」の創出について、視覚































































バーに関連する写真の収集を精力的に行っており、それらを存分に活用して編まれたのが、本書だった。九つの論文から構成され、冒頭 章では、三度のデリー・ダーバーについて編者コーデルが解説を行っている。続く第二章は、トポグラフィー的な観点から三度 デリー・ダーバーを捉えようとする。第三章は、どのような人々 三度のデリー・ダーバーを写真に収めたのかを分析し、第四章は、ニザ ム
（ハイデラバードの藩王）
がデリー・ダーバーに参加した経緯
を分析する。第五章では、編者コーデルが、必ずしもダ バーそのものにはとらわれない形で、藩王たちの肖像写真を分析している。第六章は、デリー・ダ バーに際してのハイデラバードのダヤル・スタジオの活動を分析する。第七章では、デリー・ダーバーにおいてララ ィ ン・ ヤル
（ダヤル・スタジオの経営者）
が、帝国主義／植民地主義的な






















































































































































 セポイの反乱が生じたが、イギリス人たちの軍事力が、それを徹底的に鎮圧した。ただし反乱 鎮圧に際しては、東インド会社への忠誠を維持した ンド人兵士たち、イギリス人たちを支持した藩王 ちからの協力が不可欠だった。
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ress, （0（（ ）, pp. （（-（（.
（
（（）インド共和国のエリートたちは、英領インド帝国によってしつらえられたニューデリーという壮大な政治的「舞台装置」を、独立後も存分に活用してきた。本田毅彦「 『インド共和国の日』とデリー・ダーバー」 『帝京史学』二五号、二〇一〇年、一〇九―一三九頁。
（
（（）東浩紀「ゲンロ
0―観光客の哲学」ゲンロン、二〇一七年、一五四―一九八頁を参照。
（（
